
　一般社団法人日本ジュエ
リー協会（JJA＝正会員813
社。中川千秋会長）の「創立30
周年記念祝賀会」が、6月19
日、上野精養軒で行われ、来
賓をはじめ、関係団体、会員な
ど203名が集い盛大に祝った。
　小山藤太副会長の開会の
辞で始まり、開会の挨拶として中川会
長が「JJAは30年前の6月10日に設立
された。本日こうして皆様と盛大な祝賀
会を開催できることは、官庁の経済産
業省のご指導をはじめ、関係諸団体、
会員各位のご支援とご協力の賜物」と
心よりの感謝を述べた後、1988年JJA
設立当時について「色んな団体が60
近くある中、当時の通産省の指導の元
に、有力団体が業界の発展のために団
結し、社団法人としてスタート。その後、
一般社団法人となったが、設立当時の
話を先輩方から聞くと、複数の集合団
体であったことから、内部融和を図っ

ていくのに相当な苦労があったと聞い
ている」と振り返った。それに続き、「今
回の総会では定款を変更した。これま
での団体・賛助・特別と3種類あった会
員を賛助会員に一本化した」と説明し、
諸先輩方が運営してきたことを心して
運営を進めていくとした。そして、景気
の大きな波に翻弄されながら過ごして
きた過去を「一時は市場規模が3兆円
あり、現在は1兆円弱と、失われた平成
の30年との話もあるが、考えてみると、
こちらにいる皆様は、苦しい中を企業
努力で懸命に会社業務と協会業務の
活動を行ってきた、所謂勝ち組だと

思っている」と
解き、昔の話よ
りも将来に目を
向けるべきだと
した上で、「東
京オリンピック・
パラリンピック

が2年後に開催される。その頃に
は景気が良くなると話すと楽観的
すぎる、貿易戦争がもう始まってい
る、経済がマイナス成長するなど
の考えもあるが、良いことに目を向
け、業界環境がさらに良くなること
に期待して、積極的に活動してい
く」と強調した。

　具体的には、「消費者への情報開示
は当然のことだが、国内活性化を一所
懸命にすることとして、日本の真珠にポ
イントを当てた、『二十歳の真珠キャン
ペーン』のDVDをつくった。日本真珠
振興会とタイアップし、日本に来るイン
バウンドだけではなく、海外への輸出
産業として、日本のアコヤ真珠の素晴
らしさを世界にアピールする。6月の誕
生石は真珠であり、6月1日が真珠の日
であった。素晴らしい宣伝DVDになっ
ているので楽しみにして欲しい」と報告
した。続けて「人的支援として、長堀守
弘前会長が多大な尽力をされたジュ
エリーコーディネーター（JC）資格制
度が人材育成の柱。さらに中央職業能
力開発協会として、技能者の育成に力
を入れている。人材教育は一朝一夕に
できるものではないが、将来を考えると
大いに業界の力になると考えている」と
説いた。

　また展示会の活性化を掲げ「国内は
4本の大きな国際宝飾展を開催してい
る。海外の展示会も活用し、特に香港
が活況で、会員企業を応援できると思
う。11月には上海でも展示会がある」と
した。
 最後に「来年は年号が新しくなり、新
しい時代が始まる。新しい時代の幕開
けに、東京オリンピック・パラリンピック
が開催され、この2年がJJA40周年に
向けた素晴らしいスタートダッシュの
年になると思う。更なるご支援とご協力
をお願いします」と述べた。
　続けて、元通商産業大臣の深谷隆
司氏と経済産業省の栗田豊滋氏が来
賓祝辞を述べた後、JJA運営に貢献の
「JJA会長感謝状」とJC資格に貢献の
長堀守弘氏に対する表彰式に移った。
　表彰者は、浅井文昭、アトゥル・ジャ
ベリ、甘粕正明、雨宮和也、新谷金也、
荒井純二、石井比功次、伊藤悟、伊東
直樹、井上善展、内原一郎、エム・エ
ヌ・アラウディーン、小田切富男、梶光
夫、梶田行雄、片桐俊一、亀山実、川崎
猛、木島公平、木下勝、桐谷佳雄、小
谷進、小林勇美雄、佐久間靖晃、貞松
隆弥、佐藤郁雄、下倉隆、高田富士
夫、高橋博文、武内佐忠、土井利明、
殿川安彦、中川繁樹、仲川三秀、野澤
治房、野村誠司、平野和良、藤田益彦、
堀野博之、松井久子、松崎憲子、南新
太郎、三輪洋資、望月修、望月一彦、望
月尚、山口幹夫の47人（敬称略）。

　その後は、衆議院議員の辻清人氏に
よる音頭で乾杯し、祝宴に入った。イベ
ントでは二十歳の真珠WebCMのテー
マソングを歌うみきなつみ氏のライブを
楽しみ、中締めを近藤誠副会長が行い、
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お開きとなった。
なお、創立30周年
記念誌は、7月中
旬頃送付する予
定となっている。
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去
る
６
月
12
日
、予
定
通
り
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
初
の
米
朝
首
脳
会
談
が
開
か
れ
た
が
、

想
定
し
た
よ
う
に
非
核
化
に
つ
い
て
の
議
論
に
は
入
ら
ず
に
閉
幕
と
な
っ
た
。

　

お
互
い
に「
ロ
ケ
ッ
ト
マ
ン
」と
か
、「
老
い
ぼ
れ
」と
か
、の
の
し
り
あ
っ
て
い
た
間
柄

だ
っ
た
が
、お
山
の
大
将
同
志
は
、気
が
合
っ
た
よ
う
だ
。

　

確
約
さ
れ
た
こ
と
は
、朝
鮮
半
島
の
非
核
化
の
実
現
に
つ
い
て
、両
者
が
努
力
す
る
と

い
う
事
だ
が
、本
論
に
入
ら
ず
お
互
い
の
信
頼
感
を
確
か
め
合
う
顔
合
わ
せ
で
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、両
者
に
と
っ
て
賢
明
で
あ
っ
た
。結
果
と
し
て
、米
朝
間
の
緊
張
が

緩
和
さ
れ
た
の
は
、非
常
に
好
ま
し
い
こ
と
だ
し
、北
朝
鮮
と
し
て
も
体
制
崩
壊
に
つ
な

が
る
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
に
つ
い
て
、し
ば
し
考
え
る
時
間
を
得
た
こ
と
は
、現
実
的
な

解
決
を
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
良
か
っ
た
と
思
う
。と
こ
ろ
で
、今
回
の
会
談
に
つ

い
て
の
私
の
評
価
は
、非
常
に
ビ
ジ
ネ
ス・ラ
イ
ク
で
よ
か
っ
た
と
思
う
。

　

恐
ら
く
変
わ
り
者
の
リ
ー
ダ
ー
同
士
で
な
け
れ
ば
出
来
な
い
成
果
だ
っ
た
し
、ま
さ

に
、ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
も
の
で
あ
り
、外
交
交
渉
と
は
、こ
う
い
う
も
の
と
い
う
好
例
を

示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

然
し
な
が
ら
、多
く
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
米
国
民
主
党
支
持
者
は
、会
談
か
ら
得
た
も

の
は
、ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
譲
歩
以
外
何
物
で
も
な
い
と
、そ
の
評
価
は
厳
し
い
。一
時
的

に
せ
よ
、世
界
に
核
戦
争
の
危
機
回
避
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、ど
う
評
価
す
る

か
に
つ
い
て
、一
度
聞
い
て
み
た
い
も
の
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
第
二
次
結
果
が
出
た
が
、一
次
結
果
と
同
じ
く
マ
イ
ナ
ス
成
長

で
あ
っ
た
。や
は
り
日
本
経
済
の
状
態
は
悪
い
。

　

最
近
発
表
さ
れ
た
日
銀
短
観
の
結
果
も
、先
行
き
予
測
は
よ
く
な
い
。そ
の
要
因
は
、

米
国
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
よ
る
中
国
、Ｅ
Ｃ
諸
国
に
対
す
る
自
国
に
有
利
な
貿
易
政
策

の
影
響
で
、徐
々
に
出
始
め
て
い
る
。

　

恐
ら
く
米
国
と
の
貿
易
戦
争
は
、今
後
も
激
化
し
、当
分
の
間
は
続
く
で
あ
ろ
う
。

　

来
年
の
10
月
に
実
施
予
定
の
消
費
税
10
％
ア
ッ
プ
が
、景
気
の
足
を
大
き
く
引
っ
張

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、前
回
に
も
触
れ
た
こ
と
だ
が
、宝
飾
業
界
が
い
つ
ご
ろ
ま
で
、あ
る
程
度
の
規

律
を
保
ち
な
が
ら
、業
界
の
体
を
な
し
て
存
続
す
る
か
に
つ
い
て
、少
し
考
え
て
み
よ

う
。と
い
う
の
は
、ジ
ュ
エ
リ
ー
と
い
う
も
の
が
人
々
の
日
常
生
活
に
あ
ま
り
関
わ
り

合
い
を
持
た
な
く
な
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
だ
。

　
つ
ま
り
、庶
民
に
と
っ
て
日
常
生
活
の
中
で
、ジ
ュ
エ
リ
ー
と
の
関
わ
り
合
い
と
し

て
、考
え
ら
れ
る
の
は
、ま
ず
は
、ブ
ラ
イ
ダ
ル
関
連
分
野
で
あ
ろ
う
。ア
イ
テ
ム
と
し

て
は
、婚
約
指
輪
と
結
納
指
輪
で
あ
る
。そ
れ
に
加
え
、結
婚
式
に
出
席
す
る
際
、着

用
す
る
真
珠
ア
イ
テ
ム
で
あ
ろ
う
。以
前
は
、女
性
が
宝
石
に
初
め
て
出
会
う
の
は
、

婚
約
指
輪
で
あ
っ
た
。今
は
宝
飾
品
の
普
及
で
異
な
る
場
合
が
多
い
。

　

然
し
な
が
ら
、宝
飾
品
は
、ほ
か
の
も
の
に
比
し
て
値
段
が
非
常
に
高
い
。そ
の
為
、

購
入
率
も
普
及
率
も
非
常
に
低
い
。フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
が
、ロ
ー
プ
ラ
イ
ス
の
商
品
分

野
の
開
発
に
成
功
し
て
る
の
に
対
し
、ジ
ュ
エ
リ
ー
業
界
は
、そ
れ
が
出
来
て
い
な
い
。

や
は
り
、ア
ク
セ
サ
リ
ー
ジ
ュ
エ
リ
ー
の
開
発
が
で
き
な
い
限
り
、宝
飾
業
界
は
じ
り

貧
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
そ
の
点
他
業
界
に
比
べ
て
、宝
飾
業
界
の
改
革
は
、非
常
に
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
自
覚

す
る
必
要
が
あ
る
。こ
れ
も
前
回
書
い
た
こ
と
だ
が
、今
世
紀
後
半
に
は
、日
本
国
の
人

口
は
、一
億
人
を
割
る
と
い
う
。世
界
の
人
口
規
模
で
言
う
な
ら
ば
、日
本
は
世
界
の
10
位

で
あ
る
。２
０
５
０
年
に
な
る
と
、イ
ン
ド
は
17
憶
人
、中
国
は
14
億
人
と
な
り
、米
国
４

億
人
、ロ
シ
ア
１
・１
億
人
だ
が
、他
の
先
進
国
の
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
は
、６
千
９
百

万
人
、イ
タ
リ
ア
も
５
千
５
百
万
人
で
、い
ず
れ
も
人
口
減
少
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

　

ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
国
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
３
億
人
、パ
キ
ス
タ
ン
２
・
９
憶
人
、

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
２
・
５
憶
人
、と
人
口
の
伸
び
は
大
き
い
。こ
れ
か
ら
の
潜
在
需
要

の
あ
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
市
場
の
大
き
さ
か
ら
い
う
と
、イ
ン
ド
と
中
国
、そ
れ
に
ア
ジ
ア
の

発
展
途
上
国
は
有
望
だ
。

　

海
外
市
場
は
、別
と
し
て
国
内
だ
け
で
ジ
ュ
エ
リ
ー
市
場
を
考
え
る
と
、こ
の
先

は
、さ
ら
に
縮
小
し
業
界
と
し
て
、産
業
の
維
持
が
困
難
と
な
ろ
う
。

　

日
本
社
会
に
は
、王
侯
貴
族
は
い
な
い
の
で
、宝
飾
品
産
業
を
維
持
・
育
成
し
て
く

れ
る
の
は
、だ
れ
な
の
か
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
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勢いのある海外か、専門性を追求する国内か
いざ後半戦へ
▼8月28日～30日「ジャパンジュエリーフェア」 ▼9月4日～8日「香港ウィッチ&クロックフェア」 ▼9月12日～18日「
9月香港ジュエリー&ジェムフェア」 ▼10月22日～24日「国際メガネ展IOFT」 ▼10月24日～26日「国際宝飾展秋」 
▼11月7日～9日「香港オプティカルフェア」 ▼11月16日～19日「中国国際ゴールド、ジュエリー&ジェムフェアin上
海」 ▼2019年1月23日～26日「国際宝飾展」

第2362号　（昭和25年2月28日第3種郵便物認可）   　2018年（平成30年）7月1日　　（1）


